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周防大島町が誕生しましたが、
まだわからないことがたくさんあると思います。
今回は周防大島町の機構について説明します。

総総合合支支所所ははみみななささんんのの生生活活にに必必要要なな総総合合支支所所ははみみななささんんのの生生活活にに必必要要なな

手手続続ききをを受受けけ付付けけまますす！！手手続続ききをを受受けけ付付けけまますす！！

◆大島総合支所　（小松１２６－２）
蕁０８２０（７４）１００１

◆橘総合支所（西安下庄３９２０－３）
蕁０８２０（７７）５５００

Ａ
　

大
島
、
久
賀
、

橘
、
東
和
、
そ
れ

ぞ
れ
の
庁
舎
に
総

合
支
所
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
「
総
合
窓
口
班
」

で
は
戸
籍
や
住
民
票
、
税
金
の
証

明
な
ど
身
近
に
必
要
な
も
の
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　

住
民
票
や
印
鑑

証
明
が
欲
し
い
時

に
は
、
ど
こ
の
窓

口
に
行
け
ば
い
い

で
す
か
？

Ａ総
合
支
所
の
窓
口

で
ほ
と
ん
ど
の
手
続

き
や
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
福
祉
や
年

金
な
ど
の
手
続
き
に

も
対
応
し
ま
す
。
も
し
、
窓
口
で

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
そ

れ
ぞ
れ
の
課
に
連
絡
し
て
対
応
し

ま
す
。

Ｑ
　

保
険
証
の
こ
と
や
、

高
額
医
療
費
・
介
護

保
険
の
手
続
き
は
健

康
福
祉
部
の
あ
る
橘

庁
舎
に
相
談
に
行
か

な
い
と
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
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◆久賀総合支所　（久賀５１３４）
蕁０８２０（７９）１０００

◆東和総合支所　（森９３３－１）
蕁０８２０（７８）１１１０

Ａ

総
合
支
所
に
は
「
地
域
支
援
班
」

と
い
う
係
が
あ
り
、
水
道
、
住
宅
、

ゴ
ミ
や
道
路
の
こ
と
な
ど
、
今
ま

で
役
場
で
し
て
い
た
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
す
ぐ
解
決
で
き
な
い

こ
と
は
、
本
課
と
連
絡
を
と
っ
て

対
応
し
ま
す
。

Ｑ水
道
の
こ
と
や
ゴ

ミ
、
住
宅
の
こ
と
は

ど
こ
に
聞
け
ば
い
い

の
で
す
か
？

Ａ

目
的
の
担
当
課
が
近
く
に
あ
る

場
合
や
詳
し
い
相
談
を
し
た
い
場

合
は
直
接
本
課
で
も
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

Ｑ水
道
課
の
あ
る
東
和

庁
舎
が
近
い
人
は
直
接

水
道
課
に
行
っ
て
も
い

い
の
で
す
か
？

道
路
や
農
業
の
こ
と

は
久
賀
庁
舎
に
行
く
方

が
い
い
で
す
か
？

Ａい
ま
ま
で
の

大
島
町
、
久
賀

町
、
橘
町
、
東

和
町
が
そ
の
ま

ま
周
防
大
島
町

に
変
わ
る
だ
け

で
、
大
字
か
ら
あ
と
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　

「
周
防
大
島
町
」

に
変
わ
っ
て
か
ら

住
所
の
書
き
方
が

よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
。

住住所所とと建建物物のの名名前前がが変変わわりりままししたた！！住住所所とと建建物物のの名名前前がが変変わわりりままししたた！！

Ａ合
併
し
て
も

大
島
郡
は
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

「
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

○
○
」
と
な
り
ま
す
。

Ｑ「
大
島
郡
」
は

な
く
な
っ
た
の
で

す
か
？

町町名名のの変変更更にによよるる住住所所のの変変更更
◆山口県大島郡大島町大字○○

→山口県大島郡周防大島町大字○○

◆山口県大島郡久賀町大字○○
→山口県大島郡周防大島町大字○○

◆山口県大島郡橘町大字○○
→山口県大島郡周防大島町大字○○

◆山口県大島郡東和町大字○○
→山口県大島郡周防大島町大字○○
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Ａ
　

本
籍
も
「
山
口
県
大

島
郡
周
防
大
島
町
大
字

○
○
」
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
本
籍
を
記

入
す
る
と
き
な
ど
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
合
併

で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
の
手
続

き
は
、
ほ
と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
私
た
ち
に
身
近
な
も
の
は
手

続
き
を
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ本
籍
も
「
周
防
大

島
町
」
に
変
わ
っ
て

い
る
の
で
す
か
？
住

所
や
本
籍
が
変
わ
っ

た
た
め
に
届
け
出
な

い
と
い
け
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ大
島
中
部
病
院
が
橘

病
院
に
、
大
島
東
部
病

院
が
東
和
病
院
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
の
大
島

郡
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
組

合
が
周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

に
な
り
、
大
島
病
院
と
あ
わ
せ

て
３
つ
が
町
立
の
病
院
に
な
り

ま
し
た
。

Ｑ
　

病
院
の
名
前
も

変
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
？

保保健健セセンンタタ－－はは保保健健セセンンタタ－－はは

健健康康づづくくりりをを応応援援ししまますす！！健健康康づづくくりりをを応応援援ししまますす！！

Ａ健
康
相
談
は
町
内
の
各
所

で
開
か
れ
ま
す
。
各
庁
舎
に

は
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
庁
舎

に
も
保
健
師
が
常
駐
し
、
い

ろ
ん
な
検
診
や
教
室
も
開
か

れ
ま
す
。

家
庭
訪
問
や
機
能
訓
練
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
健
康
の
こ

と
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
の
最
後
の
方
に
「
健
康
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
あ
り
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
曜
日
に
よ
っ

て
健
康
相
談
、
育
児
相
談
を
町
内
各

地
で
受
け
付
け
ま
す
。

Ｑ
　

健
康
相
談
な
ど

は
ど
こ
で
開
催
さ

れ
ま
す
か
？

相
談
は
決
ま
っ

た
日
に
あ
る
の
で

す
か
？

◆大島保健センター
（しまとぴあスカイセンター）
蕁０８２０（７４）１０１１
◆訪問看護ステーション
（しまとぴあスカイセンター）
蕁０８２０（７４）１０１１◆久賀保健センター（久賀庁舎）

蕁０８２０（７９）１００６

◆橘保健センター（たちばなケアプラザ）
蕁０８２０（７７）５５０６

◆東和保健センター（東和庁舎）
蕁０８２０（７８）２２０２
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図図書書館館ににいいっっててみみよようう！！図図書書館館ににいいっっててみみよようう！！

Ａ
　

す
べ
て
周
防
大

島
町
の
図
書
館
と

な
り
ま
し
た
。
大

島
図
書
館
、
久
賀

図
書
館
、
橘
図
書
館
、

東
和
図
書
館
の
４
つ
が
あ
り

ま
す
。
合
併
し
て
か
ら
は
ど

の
図
書
館
で
借
り
て
も
返
し

て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
橘
図
書
館
で
借
り
た

本
を
久
賀
図
書
館
へ
返
し
て

も
い
い
の
で
す
。

Ｑ
　

旧
町
の
４
つ
の

図
書
館
は
全
部
周

防
大
島
町
の
図
書

館
に
な
っ
た
の
で

す
か
？

Ａ４
つ
の
図
書
館

の
蔵
書
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
ど
こ
の

図
書
館
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
希
望

の
本
が
他
の
図
書
館
に
な
い
か

探
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
東
和

図
書
館
の
本
を
大
島
図
書
館
で

借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ近
く
の
図
書
館

に
読
み
た
い
本
が

な
い
と
き
は
別
の

図
書
館
か
ら
ま
わ

し
て
も
ら
え
ま
す

か
？

Ａ
　

ど
の
図
書
館
の
カ

ー
ド
で
も
新
し
い
カ

ー
ド
に
交
換
し
て
も

ら
え
ま
す
。
カ
ー
ド

を
２
枚
以
上
持
っ
て

い
る
人
は
す
べ
て
新
し

い
カ
ー
ド
に
交
換
し
て
１
枚
に
し

て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
を
そ
え
て
申
込
書
を
だ
せ

ば
す
ぐ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

Ｑ
　

い
ま
ま
で
の

図
書
館
カ
ー
ド

は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

◆大島図書館（小松１３８－１　大島文化センター内）
蕁０８２０（７４）３８００
◆開館時間　午前９時から午後５時
◆休館日　毎週月曜日、毎月第３木曜日（図書整理日）
祝日（月曜日にあたる場合は翌日も休館）、年末年始

◆久賀図書館（久賀５０５８　久賀総合センター内）
蕁０８２０（７２）２５２０
◆開館時間　午前９時３０分から午後６時

（月曜日は午後２時から午後６時）
◆休館日　毎週日曜日、祝日、月末整理日、年末年始

◆橘図書館（西安下庄４４５－２　橘総合センター内）
蕁０８２０（７７）０１００
◆開館時間　午前８時３０分から午後５時
◆休館日　毎週日曜日、祝日、年末年始

◆東和図書館（平野４１７－１１　周防大島文化交流センター内）
蕁０８２０（７８）０６２９
◆開館時間　午前９時３０分から午後６時
◆休館日　毎週水曜日（祝日にあたる場合は翌日を休館）
年末年始

※現在はこのような状況ですが、来年度からより充実した図書館の運営をめざします。
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行行行行
政政政政
連連連連
絡絡絡絡
員員員員
ささささ
んんんん

よよよよ
ろろろろ
しししし
くくくく
おおおお
願願願願
いいいい
しししし
まままま
すすすす

周
防
大
島
町
が
発
足
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
町
と
住
民
と
の
連
絡
調
整
を

行
う
行
政
連
絡
機
構
に
つ
い
て
は
、
旧
四
町
で
は
、
そ
の
呼
称
並
び
に
規
模

や
形
態
が
異
な
っ
て
お
り
、
統
一
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
旧
四
町
の
規
模
や
形
態
は
新
町
に
お
い
て
も
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
、
町
と
住
民
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
の
名
称
を
「
周
防

大
島
町
行
政
連
絡
員
」
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
、
旧
四
町
の
自
治
会
長
・
行

政
協
力
員
・
駐
在
員
・
区
長
さ
ん
に
改
め
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
自
治
会
の
組
織
で
あ
る
自
治
会
長
・
区
長
と
い

う
名
称
が
無
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
は
住
民
の
皆

様
の
自
治
組
織
で
あ
り
ま
す
の
で
、
当
該
自
治
会
で
選
任
さ
れ
た
自
治
会
長

さ
ん
や
区
長
さ
ん
の
自
治
会
に
お
け
る
役
職
や
役
割
を
変
更
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

白石　　　松原松男
大崎　　　浜野久治
山田上　　山村吉男
山田中　　仙崎忠夫
山田下　　中野仁雄
向津原　　田村敏範
向町　　　河原鐵似
八幡上　　岡村博臣
八幡下　　稲垣富子
仲町　　　林　範雪
洲崎　　　布村英敏
港町　　　藤井憲蔵
戎町　　　饌田 淳
上本町　　中野宏生
本町　　　平川敏郎
古町　　　嶋元　清
東天満町　古谷光男
西天満町　大川健一
東下津原　戎子　保
東中津原　中川明夫
西中津原　石村美哉夫
上津原　　原田　孝
久保河内下　西田節男
久保河内上　国光淳史
畑能庄　　松村正明

中瀬田　　小島恵子
新開東　　秋山　薫
新開西　　西村茂生
丸山　　　崎村智己
流田　　　伊藤伸光
佐古　　　田巻恵子
庄地　　　大野俊成
宗光東　　小嶋康洋
宗光西　　岡本清弘
前島　　　山中八洲通
久保田中郷　山本博敏
花田道面　岡村芳信
平原大畑　岡本正行
木屋原　　佐川靖子
大元　　　村田寿実
山下浜東１区

大石　巖
山下浜東２区

田原敏雄
山下浜西１区

饌本富司枝
山下浜西２区

砂田澄次
西ケ原　　木村隆司

東浜北　　底押一徳�
東浜南　　佐々木治郎
中塚　　　松井洋平
前港　　　藏本弘之
後港　　　田中耕太郎
小山田北　田村泰成
小山田南　原田育榮
流東　　　浅井和男
流西　　　中野隆司
小平　　　村岡茂信
寺家　　　岩本敏朗
東畑　　　藤谷邦芳
西畑　　　瀧本忠生
西の郷　　岡崎トミ子
蔵本　　　松本　豊
明神松東　階地　誠
明神松西　中村恵利
三蒲中村　砂田俊夫
新屋敷　　矢野　勉
西田　　　西元周一
笠佐　　　袖永俊夫
瀬戸　　　神岡光人
北一西　　木元秋夫
北一東　　萬岡滿雄
北二西　　野村京治
北二中　　作本　勉
北二東　　高木正雄
南三　　　益田芳夫
南二　　　川上忠孝
南一　　　兼重恒夫
宮の下　　岡村陽治
沖石　　　木山高一
北石　　　光月洋一
小松中田　岸井敏夫
手崎　　　工田正雄
明新　　　佐藤春夫
安迫　　　中村英之
水車　　　相川　實
新開　　　空　勇雄
砂堀　　　木村千代子
小方　　　國久敏夫
松ヶ崎　　恩田弘行
金屋　　　横谷周三
唐樋　　　木村榮司
五反田　　長久公人
郷串　　　今尾　正
浜西　　　丁田行一
浜東　　　中村正志
上湯所　　追田英雄
下湯所　　白石敬子
棟畑　　　笹村ツネヨ
屋代中村　佐々木次郎
奥村　　　安田信夫
石原　　　石田克夫

樫原　　　久岡政雄
自光寺　　山根勝美
神領　　　丈束アヤコ
中　　　　石元幸夫
原　　　　木嶋　博
田中　　　小川英夫
銅　　　　盛友龍二
徳神　　　笹近政繁
吉井　　　吉岡森作
郷の坪　　藤谷勝昭
吉兼　　　岡本勝巳
上北迫　　岡本芳夫
下北迫　　大元慶一
東北迫　　片元正寛
上砂田　　江尻ミチ子
砂田　　　石川　孝
下砂田　　藤井正人
川地　　　木谷友昭
羽越　　　安久良人
上片山　　木原　勇
中片山　　今元直孝
下片山　　村中満壽雄
石小田　　吉永孝夫
先小田　　岡村弘信
中小田　　岡元和生
和田　　　岡野郁夫
屋代中田　田中　毅
大東　　　山本　滿
久保　　　中原　猛
家房原　　升本　健
割石　　　森岡克己
川窪　　　田中忠治
中開地　　高山健司
天神東　　江口正夫
明神　　　森河　進
追通　　　岩元勝美
立石　　　新井正憲
皆地　　　津川良江
赤石　　　小川忠良
中浜　　　藤田久雄
迎原　　　原中忠光
原定　　　河部惠一
久保庄　　久保哲夫
下庄　　　米澤武雄
坂本　　　栗栖栄三郎
西浜　　　大原　均
森添　　　山田義之
大歳　　　福原玲子
塩田　　　中原　馨
浜　　　　薄田輝定
塩町　　　西本孝行
奥田中　　奥本滿男
木原　　　山本武登
里　　　　丸子光雄

大島地区

久賀地区

行政連絡員（敬称略）
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情１区　　中本香久美
情１区　　　礒元茂子
雨振２区　　梶原義博
伊保田３区　

小薮千代光
伊保田４区　矢野　保
伊保田５区　岡村　速
伊保田６区　福永善一
伊保田７区　木下敏夫
伊保田８区　馬野勝彦
伊保田９区　木下　績
伊保田10区　宮崎博子
伊保田11区　西村　篤
伊保田12区　山本辰雄
油宇13区　　福田利行
油宇14区　　西本昭敏
油宇15区　　中浜保弘
油宇16区　　池田吉弘
油宇17区　　成本敏彦
油宇18区　　岡本　健
油宇19区　　栄本忠正
馬ヶ原20区　秋本正弘
和田東泊　　宮崎義行
和田西泊　　饌廣　全
和田中泊　　冨山益男
和田庄東　　村上文朗
和田庄西　　生田和子
和田庄里　　植木泰男
内入東　　　久保盛行
内入西　　　饌中　望

西方　　　　藤井常夫
下田東　　　川西幸治
下田中　　　古市彰彦
下田西　　　山崎�昇
船越東　　　米吉　昇
船越中　　　饌中留男
船越西　　　本城正勝
伊崎　　　　桑原敏広
外入西泊　　松永　勉
外入東泊　　河本圭二
外入下妙見　

中原由里子
外入上妙見　緒方　貢
外入宮下　　山田收人
外入郷　　　田中民男
外入西三下　山西公穂
外入東三下　瓦本玉枝
地家室西　　林　政男
地家室中　　淺原　豊
地家室郷　澤井與志夫
地家室東　　竹原恒夫
佐連東　　饌田ヤスコ
佐連中　　大村喜代子
佐連西　　高木マツヱ
沖家室南　　門田陽子
沖家室中　叶井コフイ
沖家室峠　　戎崎美鈴
沖家室刈山　藤本尚子
沖家室岡　　大谷亮子
沖家室鼻　　古谷和伸

小泊東　　　井村敏一
小泊東中　　岡原久善
小泊西中　　平原俊久
小泊天神　　瀬川榮一
和佐磯　　　三上政男
和佐東浜　　新山　馨
和佐東中浜　山本義章
和佐西浜　　末広幸也
和佐大西　松田長之進
和佐郷　　末谷登久光
神浦東　　　横山　剛
神浦西　　　梅田賢敬
森水上　　　福井芳久
森鹿老渡　木村タカ子
森片上　　中野内正子
森盛浜　　藤本千津子
森走出　　　橋本和子
平野後園　吉岡貴美子
平野祇園　　魚谷　誠
平野塩屋　　藤村勇人
平野内浜　　角田武男
平野江口　　山本　治
平野為栗　　大中千鳥
平野本平野　角田速子
平野防河内　竹内伸哉
平野鎌田　　鎌田幸子
小積　　　川崎みどり
大積　　　　笘口孝男
長崎東　　　石井　博
長崎西　　　山崎三郎

鹿家　　　東原　一
栄　　　　魚原満晴
安高　　　川久保昌耕
原　　　　樋村眞輝夫
古城　　　岩田　清
和戸　　　天河米彦
塩宇　　　安中　浩
西浦　　　河合敏介
真宮　　　河合 洋
正分　　　星出　優
おれんじヒルズ

浜田　清
長天　　　吉田孝秀
安下　　　山田勝巳
源明　　　椎木千明
川間　　　藤沢　勤
田中　　　今田史生
三ツ松　　中本博明
庄南　　　国次康彦
庄北　　　岡本貞夫
大泊　　　西本新治
吉浦　　　浜本吉明
秋　　　　吉本　猛
日前郷　　岡崎文喜
長浜　　　山崎光男
日前浜　　浜村悦巳
土居　　　村田省三
油良　　　中本由幸
江ノ浦　　西川磐一
樽見　　　松村　弥

東和地区橘地区

放火は、生活基盤である住宅を無差別に焼失させ、尊い生命や財産
を脅かす恐ろしい火災です。みんなで放火されにくい環境作り
につとめましょう。
放火を防ぐには
１．塀は金網や生垣等でなるべく低くし、死角を作らない

ようにする。
２．不用品や古材は整理整頓しておく。
３．外出時や就寝時は、窓等の開口部は必ず施錠する。
４．外出時には隣近所に一声かけて協力を求める。
５．車両等のボディカバーは「防炎品」を使用する。
６．門扉、通用口、車庫、倉庫等のドアは必ず施錠する。
７．夜間用照明機器等を設置して不審者に対処する。
８．敷地外周部の可燃物にも注意する。
９．ゴミは決められた日時に出す。ゴミ置場を設置する場合はゴミ置場を不燃化する。
１０．掲示板の不燃化、張り紙等の整理整頓をする。
１１．共同住宅の場合は、廊下、階段等の共同部分に燃えやすい物を置かないよう管理を徹底する。
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サ
ザ
ン
セ
ト
周
防
大
島
一
周

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
10
月
10
日
、

西
方
の
周
防
大
島
町
陸
上
競
技

場
前
を
発
着
点
に
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
雨
の
中
約
２
０
０
人
の
参

加
者
が
タ
イ
ム
や
順
位
を
競
わ

な
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
し
て
、

周
防
大
島
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
完
走
し
ま
し
た
。

新町の誕生をお祝い
周防大島一周サイクリング

種
ま
き
か
ら
精
米
ま
で
お
米
が
で
き
る

ま
で
の
一
連
の
過
程
を
体
験
し
な
が
ら
学

習
す
る
米
作
り
体
験
の
総
仕
上
げ
と
な
る

稲
刈
り
が
10
月
４
日
に
三
蒲
小
学
校
近
く

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

児
童
は
「
意
外
と
簡
単
」「
お
も
し
ろ
い
」

な
ど
、
今
年
６
月
に
自
分
た
ち
が
植
え
た

稲
の
刈
り
取
り
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

周
防
大
島
自
然
体
感
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
る

す
ろ
ー
ふ
ー
ど
ス
ク
ー
ル
が
10
月
９
日
に
開
催

さ
れ
、
山
口
県
内
と
広
島
県
か
ら
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
東
安
下
庄
鹿
家
の
畑
に
春
に
植
え

つ
け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
、
大
島
の
郷
土
料

理
の
茶
が
ゆ
を
作
っ
て
昼

食
に
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
ミ
ソ
作

り
を
体
験
。
来
年

の
春
に
で
き
あ

が
る
ミ
ソ
を
使

っ
て
ま
た
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
を
作

る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

イ
モ
が
ゆ
と
ミ
ソ
作
り

自
然
の
味
を
楽
し
も
う

実
り
の
秋
を
収
穫

小
学
生
が
稲
刈
り
に
挑
戦
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周
防
大
島
の
海
を

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
！

10
月
は
各
地
区
で
海
岸
の
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
内
入
地
区
の
海
岸
で
は
16
日
に
広

島
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
を
し
ま

し
た
。
同
じ
日
に
片
添
ケ
浜
地
区
活
性
化
対

策
協
議
会
と
大
島
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
片
添
海
水
浴
場
を
清
掃
。
カ
キ
パ
イ

プ
な
ど
を
細
か
く
分
別
し
収
集
し
ま
し
た
。

17
日
は
日
前
白
鳥
海
岸
と
土
居
海
岸
で
日
本

釣
振
興
会
山
口
支
部
が
釣
糸
の
メ
ー
カ
ー
株

式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ン
の
社
員
と
家
族
１
６
０

名
で
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。
土
居
、
日
前

地
区
の
住
民
も
参
加
し
海
岸
の
ゴ
ミ
を
手
分

け
し
て
回
収
し
ま
し
た
。

海
底
の
ゴ
ミ
を
調
査
し
、
回
収
す

る
こ
と
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然

と
釣
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
財
団
法

人
日
本
釣
振
興
会
中
国
支
部
の
補
助

を
受
け
て
、
沖
家
室
島
沖
で
海
底
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
の
10
月
16

日
は
６
人
の
ダ
イ
バ
ー
が
海
底
を
調

査
、
約
２
時
間
で
釣
り
糸
や
針
な
ど

を
か
か
え
き
れ
な
ほ
ど
回
収
し
ま
し

た
。
ダ
イ
バ
ー
の
一
人
は
「
海
の
中

は
透
明
度
が
あ
り
魚
や
サ
ン
ゴ
も
い
て
と
て
も

き
れ
い
。
そ
の
中
で
釣
糸
が
網
の
目
の
よ
う
に

海
底
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
調
査
と
清
掃
は
10
月
中
に
４
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
と
釣
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

蕁
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
５
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://nfn.e-tow

a.net/

e
メ
ー
ル
　w

.m
aster@

nfn.e-tow
a.net

沖
家
室
島
で
海
底
清
掃

中
高
一
貫
教
育
で
み
か
ん
収
穫
の
お
手
伝
い

橘
・
東
和
地
域
中
高
一
貫
教
育
で
は
安
下
庄
高
校
と
安
下
庄
中
学
校
、
日
良
居
中
学

校
、
東
和
中
学
校
の
連
携
で
授
業
や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
12
月
に
は
農
家
の

協
力
に
よ
り
み
か
ん
収
穫
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
12
月

10
日
に
「
ふ
れ
あ
い
み
か
ん
収
穫
作
業
」
を
予
定
し
て
お
り
、
中
学

生
と
高
校
生
が
交
流
を
し
な
が
ら
地
域
の
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

み
か
ん
収
穫
の
大
変
さ
を
体
験
し
ま
す
。

大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

お
よ
び
大
島
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
２
団
体
が

10
月
12
日
、
周
防
大
島
町
へ

20
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

９
月
の
台
風
災
害
の
見
舞
金

と
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

両
会
長
か
ら
西
木
職
務
執
行

者
へ
「
災
害
の
復
旧
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。」
と
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

台風災害へ見舞金
－ライオンズクラブ－

片添海岸

白鳥海岸
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県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■■
募募
集集
をを
行行
うう
県県
営営
住住
宅宅
名名
等等
／／

○
団
地
名
　
大
屋
団
地

○
所
在
地

柳
井
市
大
字
柳
井
１
４
３
６
‐
２

○
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

○
募
集
戸
数
　
１
戸

○
駐
車
場
使
用
料
　月

１
０
０
０
円

○
入
居
可
能
予
定
時
期

平
成
17
年
１
月
上
旬

※
家
賃
は
収
入
等
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

■■
申申
込込
資資
格格
／／

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
（
外
国
人
の
入
居
希
望
者

を
含
む
。）

ア
・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係

に
あ
る
方
お
よ
び
婚
約
者
を
含

む
。）
が
あ
る
方
。

イ
・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
方
。

ウ
・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入

基
準
に
該
当
し
て
い
る
方
。

（
政
令
月
収
で
、
一
般
世
帯
は
20

万
円
以
下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等

の
世
帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
る
方
も
、
前
記
ア
か
ら

ウ
の
す
べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い

る
方
は
申
込
資
格
が
あ
り
ま
す
。

■■
申申
込込
書書
のの
受受
付付
期期
間間
／／

11
月
20
日
貍
か
ら
30
日
貂
ま
で

の
郵
便
局
の
消
印
が
あ
る
も
の
が

有
効
で
す
。

■■
優優
先先
枠枠
にに
つつ
いい
てて
／／

今
回
の
募
集
で
は
、
高
齢
者
世

帯
等
だ
け
で
抽
選
を
行
う
「
優
先

枠
」
は
設
け
ま
せ
ん
。

■■
申申
込込
書書
のの
送送
付付
おお
よよ
びび
問問
いい
合合

わわ
せせ
先先
／／

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

柳
井
市
南
町
３
丁
目
９
番
３
号

山
口
県
柳
井
土
木
建
築
事
務
所

建
築
住
宅
課

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
３
９
６

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ

ジ
一
般
学
生
募
集

■■
学学
科科
定定
員員
（（
全全
日日
制制
２２
年年
））
／／

・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
コ
ー
ス

（
30
名
）

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
（
50
名
）

■■
出出
願願
資資
格格
／／
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）
ま

た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人

■■
選選
考考
方方
法法
／／

書
類
審
査
、
適
性
検
査

面
接
（
学
校
見
学
会
参
加
者
は

面
接
免
除
）

■■
出出
願願
期期
間間
・・
選選
考考
日日
／／

・
11
月
１
日
豺
〜
25
日
貅

選
考
日
11
月
28
日
豸

・
11
月
29
日
豺
〜
12
月
16
日
貅

選
考
日
12
月
19
日
豸

・
12
月
20
日
豺
〜
１
月
20
日
貅

選
考
日
１
月
23
日
豸

■■
受受
験験
料料
／／
１
万
円

■■
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
　

事
務
局

蕁
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０

周
防
大
島
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
募
集

農
山
村
と
都
市
と
の
交
流
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
た
め
に
山
口
県
が
進
め
る
「
や

ま
ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
計
画
」
の
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
、
こ
の
た
び
大
島
地
域
が
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
周
防
大

島
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
組

方
針
を
検
討
す
る
た
め
に
、
周
防

大
島
に
住
む
人
が
主
体
と
な
っ
た

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
へ
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り

公
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■■
対対
象象
者者
／／
周
防
大
島
町
に
住
む

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

■■
募募
集集
人人
数数
／／
若
干
名
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

■■
内内
容容
／／
12
月
か
ら
来
年
２
月
に

か
け
て
５
回
程
度
開
催
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
周

防
大
島
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
向
性
や
内
容

等
を
検
討
す
る
。

■■
募募
集集
締締
切切
／／
11
月
24
日
貉

■■
申申
しし
込込
みみ
・・
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

農
林
課
農
林
振
興
班

蕁
７
９
‐
１
０
０
２

募募
集集

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

緑
豊
か
な
農
山
村
で
、
そ
の
自

然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽

し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
の
こ
と

で
あ
り
、
農
山
村
の
多
様
な
地
域

資
源
を
活
用
し
、
農
林
業
体
験
や

伝
統
文
化
・
技
術
を
生
か
し
た
事

業
等
を
行
い
、
さ
ら
に
は
農
産
物

の
直
売
所
、
加
工
施
設
、
レ
ス
ト

ラ
ン
等
の
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
つ

な
げ
る
こ
と
で
、
都
市
と
の
交
流

に
よ
る
農
山
村
の
地
域
活
性
化
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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年
金
相
談
の

実
施
場
所
変
更
に
つ
い
て

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
年
金
相

談
の
会
場
が
11
月
か
ら
久
賀
庁
舎

（
旧
久
賀
町
役
場
）
３
階
か
ら
久
賀

総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
久
賀
町
民
セ

ン
タ
ー
）
１
階
に
変
わ
り
ま
す
。

■■
相相
談談
日日
／／

毎
月
第
３
火
曜
日

■■
相相
談談
時時
間間
／／

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

■■
相相
談談
担担
当当
者者
／／

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
職
員

■■
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先
／／

医
療
保
険
課
医
療
保
険
班

蕁
７
７
‐
５
５
０
２

第
56
回
人
権
週
間

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

明
る
い
私
た
ち
の
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
や

地
域
社
会
に
お
い
て
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

相相
談談

心
配
ご
と
相
談
開
設
日

変
更
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
の
合
併
に
伴
い
、
周

防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
心

配
ご
と
相
談
を
次
の
日
（
毎
週
火

曜
日
）
に
変
更
し
ま
し
た
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

架空請求にご注意を
最近、身に覚えのない請求のハガキが送りつけられたとい
う架空請求が多く発生しており、法務局および県内の支局に
も問い合わせの電話が寄せられています。
ハガキを見ると「大至急当社までご連絡ください。」「法務
省認可通達書」「裁判所」「給与差押」「最終通告」などと大
変心配な内容です。差出人は「法務省認可特殊法人・・・」
「法務局認可特殊法人」「○○法律事務所」「株式会社○○」
となっています。このようなハガキが届いた場合は、次のと
おり対応しましょう。
１．一切連絡しないようにしましょう。
ハガキに「連絡をしてください」とありますが、連絡をす
ると電話番号や勤務先などの個人情報を知られてしまい、以
後、執ような請求の電話がかかってくる可能性があります。
絶対に連絡しない。
２．きっぱりと断る。
仮に、電話がかかりお金を請求された場合には、きっぱり
と断る。あいまいな返事はしない。勤務先や親族などの個人
情報を教えることなく、すぐ電話を切る。
３．「法務省（法務局）認可特殊法人」なるものは、存在し
ません。
法務省・法務局が認可する特殊法人は存在しません。また、
電子通信料金未納分とありますが、具体的な記載がありませ
ん。おそらく不当な請求（架空請求）であり、一切応じる必
要はなく、無視をしても大丈夫です。不当な請求と思われま
す。
４．相談は
不安なことや脅迫まがいの請求をされた場合は、山口地方
法務局「お客様相談室」蕁０８３（９３４）１７１７、また
は各支局、最寄りの警察、山口県消費生活センター蕁０８３
（９２４）０９９９にご相談ください。
５．このような架空請求は、次々と新しい手口が出てきてい
ますので十分気をつけてください。

人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の

で
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆◆
特特
設設
人人
権権
相相
談談
所所

○
周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎

12
月
３
日
貊

午
前
９
時
〜
正
午

○
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

12
月
３
日
貊

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

○
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

12
月
３
日
貊

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆◆問問いい合合わわせせ
○久賀地域福祉活動センター（久賀総合センター内）蕁72-1102
○大島地域福祉活動センター（老人福祉センター内）蕁74-2948
○東和地域福祉活動センター（自然休養村管理センター内）蕁78-2207
○橘地域福祉活動センター（旧安下庄駅）蕁77-0190

○
東
和
公
民
館

12
月
３
日
貊

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆◆
常常
設設
人人
権権
相相
談談
所所

○
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
‐
35

蕁
０
８
２
７
（
４
３
）
１
１
２
５

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
毎
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ご
存
知
で
す
か
？

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
は
次

の
よ
う
な
い
じ
め
や
暴
力
、
仲
間

は
ず
れ
な
ど
で
困
っ
た
り
悩
ん
だ

り
し
て
い
る
子
ど
も
の
相
談
に
の

っ
て
解
決
に
努
力
し
ま
す
。

・
友
達
か
ら
無
視
さ
れ
た

・
言
葉
の
暴
力
を
う
け
た

・
い
や
な
こ
と
を
無
理
や
り
さ
せ

ら
れ
た

・
金
品
を
せ
び
ら
れ
た

・
こ
の
よ
う
な
人
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早
め
に

勇
気
を
持
っ
て
次
の
と
こ
ろ
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り

ま
す
。

◆◆
子子
どど
もも
のの
人人
権権
１１
１１
００
番番

蕁
０
８
３
（
９
２
０
）
１
２
３
４
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自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

来
年
１
月
１
日
よ
り
使
用
済
自

動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法

律
（
い
わ
ゆ
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
自
動
車
所
有
者
に
は

①
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
う
こ

と
、
②
廃
車
す
る
際
は
県
知
事
ま

た
は
下
関
市
長
に
登
録
さ
れ
た
引

取
り
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
、
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
来
年
１
月
１
日

以
降
の
新
車
の
場
合
は
購
入
す
る

時
に
、
現
在
お
持
ち
の
自
動
車
は

最
初
の
車
検
時
ま
で
に
、
車
検
を

受
け
ず
に
廃
車
す
る
場
合
は
廃

車
時
に
、
国
の
指
定
を
受
け
た
譛

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ

ー
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
廃

車
の
破
砕
後
に
残
る
ゴ
ミ
）、
エ
ア

バ
ッ
グ
類
、
フ
ロ
ン
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
適
正
処
理
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。

■■
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

蕁
０
３
（
５
６
７
３
）
７
３
９
６

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
２
９
８
８

最
寄
り
の
県
環
境
保
健
所
ま
た
は

下
関
市
環
境
保
全
課

県
・
市
町
村
中
小
企
業
勤
労

者
小
口
資
金
貸
付
制
度

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
、
短

期
大
学
等
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し

付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■■
対対
象象
者者
／／

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
１

年
以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所

に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

■■
貸貸
付付
限限
度度
額額
／／
３
０
０
万
円

■■
償償
還還
期期
間間
／／
10
年
以
内

（
う
ち
在
学
期
間
中
で
４
年
以

内
の
据
置
可
）

■■
貸貸
付付
利利
率率
／／
年
２
・
５
％

（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
等
の
教
育
資
金
に
つ

い
て
は
、
限
度
額
70
万
円
、
償

還
期
間
３
年
以
内
（
据
置
な
し
）

■■
申申
込込
先先
／／
中
国
労
働
金
庫

■■
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

商
工
観
光
課
商
工
観
光
班

蕁
７
９
‐
１
０
０
３

県
労
政
課

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
１
５

県
東
部
労
政
事
務
所

蕁
０
８
３
４
（
２
１
）
３
５
９
４

道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

11
月
１
日
か
ら
携
帯
電
話
等
の

使
用
等
に
関
す
る
罰
則
な
ど
に
つ

い
て
、
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

◎◎
携携
帯帯
電電
話話
等等
のの
使使
用用
等等
にに
関関
すす

るる
罰罰
則則
のの
見見
直直
しし

自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
の
走

行
中
に
、
携
帯
電
話
等
を
手
に
持

っ
て
通
話
し
た
り
メ
ー
ル
の
送
受

信
等
の
た
め
に
画
像
を
注
視
し
た

り
し
た
者
は
、
罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。（
５
万
円
以
下
の
罰
金
）

◆
車
両
種
類
と
反
則
金
額

（
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
は
対
象
外
）

大
型
自
動
車
　
７
０
０
０
円

普
通
自
動
車
・
自
動
二
輪
車

６
０
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車
　

５
０
０
０
円

※
行
政
処
分
基
礎
点
数
〜
１
点

◎◎
飲飲
酒酒
検検
知知
拒拒
否否
にに
対対
すす
るる
罰罰
金金

のの
引引
きき
上上
げげ

飲
酒
検
知
拒
否
に
対
す
る
罰
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
５
万
円
以
下
の
罰
金→

改
正
後
30
万
円
以
下
の
罰
金

◎◎
暴暴
走走
族族
対対
策策

集
団
暴
走
行
為
は
、
迷
惑
や
危
険

おお
知知
らら
せせ

重大交通事故防止重大交通事故防止
10月11日、交通事故のために、尊い若者の命が失わ
れました。大島警察署では重大交通事故防止のため、
各種の取り組みを行ってまいります。
「ゆっくり走ろう安全大島」をキャッチフレーズに

飲酒運転、速度違反などの取締りを強化、さらに交通
安全教育も徹底してまいりますので皆様のご協力をお
願いします。
◎ドライバーの皆さん！
車は便利なものですが、常に「危険」と隣り合わせ
でもあります。いつでも、どこでも、しっかりと安全
運転に心がけましょう。夜間は視野が狭くなり、遠近
感や接近速度に錯覚が生じやすくなります。
・「急がば回れ」常に安全な速度で走ろう
・「止まるだろう・渡らないだろう」といった

「だろう運転」はやめよう
・「○○したつもり」は危険　

安全確認はしっかり確実にしよう
・夕暮れ時は早めに「前照灯を点灯」し、

歩行者や他車に自分の存在を知らせよう
に
あ
っ
た
方
が
い
な
い
場
合
で
も

検
挙
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

騒
音
運
転
等
（
罰
則
の
新
設
）
お

よ
び
消
音
器
不
備
（
罰
則
引
き
上

げ
）
に
係
る
反
則
金
額
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
車
両
種
類
と
反
則
金
額

大
型
自
動
車
　
７
０
０
０
円

普
通
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
　

６
０
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車
　

５
０
０
０
円

※
行
政
処
分
基
礎
点
数
〜
２
点

（
変
更
な
し
）



13 広報すおう大島 平成16年( 2004年)11月号

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

寒
く
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
毎
年
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

呼
吸
器
感
染
症
で
す
。
普
通
の
風
邪
と
は
異
な

り
高
齢
者
で
は
肺
炎
や
気
管
支
炎
、
乳
幼
児
で

は
脳
炎
・
脳
症
を
併
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
悪

化
す
れ
ば
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
、
流
行
前
ま
で

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
注
意
点
は

①
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
・
十
分
な
睡
眠
・
体
力
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

③
部
屋
の
換
気
と
湿
度
60
〜
70
％
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

④
人
ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
守
り
、「
い
つ
も
と
ち
ょ
っ

と
違
う
な
」
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。

周
防
大
島
町
保
健
師
　

島
　
本
　
悦
　
子

（
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー
）

催催
しし

母
と
子
の
野
外
教
室

■■
対対
象象
・・
募募
集集
人人
数数
／／

母
子
家
庭
の
親
子
（
子
ど
も
が

小
学
生
以
上
の
家
庭
）

各
回
20
組
程
度

■■
場場
所所
／／

国
立
山
口
徳
地
少
年
自
然
の
家
　

（
佐
波
郡
徳
地
町
）

■■
期期
日日
・・
内内
容容
／／

○
第
２
回
目

12
月
18
日
貍
〜
19
日
豸

・
内
容

親
子
で
ク
ラ
フ
ト

（
ミ
ニ
門
松
や
し
め
縄
づ
く
り
）

子
育
て
談
義
（
母
親
）

読
み
聞
か
せ
（
子
ど
も
）

親
子
料
理
教
室

○
第
３
回
目

１
月
８
日
貍
〜
９
日
豸

・
内
容

親
子
で
ク
ラ
フ
ト
（
絵
手
紙
）

子
育
て
談
義
（
母
親
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ

（
子
ど
も
）

親
子
料
理
教
室

○
第
４
回
目

１
月
30
日
豸
（
日
帰
り
）

・
内
容
　
親
子
料
理
教
室

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

※
第
１
回
目
は
募
集
終
了

■■
参参
加加
費費
／／

食
材
、
教
材
に
よ
っ
て
異
な
る

・
１
泊
２
日
　
２
５
０
０
円
程
度

（
小
学
生
は
２
４
４
０
円
程
度
）

・
日
帰
り
　
１
３
０
０
円
程
度

（
小
学
生
は
１
２
９
０
円
程
度
）

■■
申申
込込
方方
法法
／／

次
の
事
項
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信

①
希
望
日
（
複
数
可
）

②
親
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
学
校
名
（
学
年
）

■■
申申
込込
期期
限限
／／

・
第
２
回
目
　
12
月
４
日
貍

・
第
３
回
目
　
12
月
25
日
貍

・
第
４
回
目
　
１
月
15
日
貍

■■
申申
しし
込込
みみ
・・
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

〒
７
４
７
‐
０
３
４
２

佐
波
郡
徳
地
町
船
路
６
６
８

国
立
山
口
徳
地
少
年
自
然
の
家

「
母
と
子
の
野
外
教
室
」
係

蕁
０
８
３
５
（
５
６
）
０
１
１
３

フ
ァ
ッ
ク
ス

０
８
３
５
（
５
６
）
０
１
３
０

＊インフルエンザとかぜの違い
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《《周周防防大大島島町町誕誕生生記記念念》》
第第1144回回周周防防大大島島町町屋屋代代湖湖駅駅伝伝大大会会開開催催
◆◆日日時時／／11月28日（日）午前９時開会式
◆◆場場所所／／
周防大島町東屋代　屋代湖（屋代ダム湖）
周回コース
◆◆開開閉閉会会式式会会場場／／屋代湖公園イベント広場
（レイクステージ・オプモット）
町内の小・中学生をはじめ、たくさんの選
手が参加します。
さわやかな汗を流
してがんばる選手
の皆さんへあたた
かいご声援をお願
いします。
◆◆問問いい合合わわせせ／／大島教育支所蕁74-3800

「「
一一
日日
和和
紙紙
ちち
ぎぎ
りり
絵絵
教教
室室
」」

来
年
の
干
支
「
酉
（
と
り
）」
を
色
と
り
ど
り
の
手
す
き
和
紙

を
使
っ
て
、
貼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
で
も
そ
の
場
で

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

◆◆
日日
時時
／／
12
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

◆◆
場場
所所
／／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
久
賀
町
民
セ
ン
タ
ー
）

◆◆
指指
導導
／／
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室
　
岡
村
て
る
先
生

◆◆
教教
材材
費費
／／
１
セ
ッ
ト
（
２
枚
組
）
１
７
３
０
円

◆◆
そそ
のの
他他
／／

の
り
、
ハ
サ
ミ
、
筆
記
具
持
参

◆◆
申申
しし
込込
みみ
締締
めめ
切切
りり
／／

11
月
22
日
（
月
）

◆◆
申申
しし
込込
みみ
・・
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

蕁
７
２
‐
２
２
７
１
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佐
村
　
正
夫
　
九
四
　
　
地
家
室

川
崎
ト
ラ
ヨ
　
八
八
　
　
　
下
田

橘
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

升
谷
　
裕
則

智
大
と
も
ひ
ろ

栄

千
賀
子

石
原
真
一
郎

真ま
こ

人と

真
宮

憲
子
　
　

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

山
本
　
英
雄
　
九
三

庄
南

池
田
ノ
ブ
エ
　
八
〇
　
　
　
長
天

藤
山
タ
ネ
子
　
八
四
　
　
　
土
居

金
本
ミ
ツ
エ
　
八
六
　
　
　
日
前

梶
田
八
重
子
　
八
三
　
　
　
真
宮

中
田
　
初
枝
　
八
八
　
　
　
土
居

木
本
　
種
子
　
八
九
　
　
　
真
宮

山
崎
キ
ク
ヨ
　
九
四
　
　
　
油
良

森
本
　
高
志
　
七
三
　
　
　
鹿
家

鍵
本
ア
サ
ヨ
　
八
四
　
　
三
ツ
松
　

久
賀
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

池
永
　
純
一

真ま

咲さ

斗と

向
津
原
　

奈
々
　
　
　
　

◆
結
婚
お
め
で
と
う

米
崎
　
　
豪

山
下
浜
東
一
区

尾
崎
　
　
薫

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐
中
キ
ク
エ
　
九
七
　
東
天
満
町
　

平
岡
ウ
メ
ヨ
　
九
二
　
　
新
開
西

粟
屋
ミ
ヤ
子
　
八
五
　
山
下
浜
東
二
区

青
海
　
イ
ワ
　
八
八
　
　
西
ケ
原

大
島
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

西
本
　
　
真

和わ

叶か
な

家
房

純
子

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

栗
原
　
　
博
　
八
三
　
　
　
小
松

山
本
　
歌
子
　
九
九
　
　
　
横
見

久
保
サ
ヤ
コ
　
九
八
　
　
東
三
蒲

藤
井
　
清
子
　
六
九
　
小
松
開
作
　

下
松
　
松
一
　
八
七
　
　
　
小
松

森
元
　
　
厚
　
四
八
　
　
　
戸
田

坂
本
　
美
次
　
八
四
　
　
西
三
蒲

河
崎
　
ト
シ
　
八
九
　
　
　
戸
田

桜
井
　
　
鷹
　
七
七
　
小
松
開
作

沖
永
　
貞
子
　
八
一
　
　
　
出
井

東
和
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

秋
元
　
誠
二

美み

都づ

姫き

外
入
　

珠
美

久
保
　
健
二

愛あ
い

斗と

和
田
　

理
奈

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

迎
　
　
亀
義
　
八
七
　
　
　
小
泊

高
木
　
光
雄
　
八
五
　
　
　
長
崎

岡
田
　
サ
ダ
　
九
四
　
　
　
下
田

宮
本
　
　
晃
　
二
〇
　
　
　
長
崎

萩
野
　
五
郎
　
八
一
　
　
　
　
森

青
木
　
幸
枝
　
七
九
　
　
　
伊
崎

濱
本
ハ
ル
ノ
　
九
三
　
　
　
油
宇

土
手
　
保
夫
　
八
四
　
　
　
　
森

西
口
　
光
義
　
八
九
　
　
　
和
田

【
相
談
】

あ
た
か
も
役
場
や
水
道
局
な

ど
公
共
団
体
の
職
員
の
よ
う
な

言
動
や
服
装
で
水
圧
を
調
べ
た

い
と
い
っ
て
訪
問
し
て
き
た
。

調
べ
て
も
ら
う
と
「
水
質
が
悪

く
な
っ
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
。

男
性
は
す
ぐ
に
工
事
を
す
る
と

い
っ
て
浄
水
器
を
取
り
付
け
、

月
々
３
千
円
支
払
う
よ
う
要
求

し
て
き
た
。
断
り
た
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

「
水
圧
を
調
査
し
て
い
る
」

「
水
質
の
検
査
に
来
た
」
な
ど

と
、
点
検
や
検
査
な
ど
を
口
実

に
訪
問
し
、
商
品
の
販
売
を
す

「「点点検検商商法法ににごご注注意意！！」」

る
販
売
方
法
は
点
検
商
法
と
呼

ば
れ
ま
す
。
消
費
者
が
点
検
だ

け
な
ら
と
思
っ
て
見
て
も
ら
う

と
「
水
質
が
悪
化
し
て
い
て
体

に
悪
い
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
不

安
に
な
っ
て
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
浄
水
器
な
ど
を
契
約
し
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

点
検
や
検
査
な
ど
と
い
っ
て
訪

問
し
て
き
た
場
合
、
何
の
た
め

の
点
検
や
検
査
な
の
か
を
よ
く

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
公
共
団
体
な
ど
と
偽
っ

て
訪
問
し
て
き
た
時
に
は
、
そ

の
公
共
団
体
に
問
い
合
わ
せ
て

み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

な
お
、
訪
問
販
売
で
浄
水
器

の
契
約
を
し
た
場
合
、
契
約
書

を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
す
る
こ
と
に
よ
り
無
条
件
で

解
約
で
き
ま
す
。

一人で悩まず、まず相談！
消費生活に関するご相談は
●山口県消費生活センター
蕁０８３(９２４)０９９９
●商工観光課
蕁７９－１００３

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

◆
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
へ
寄

付
（
奨
学
資
金
と
し
て
）

平
　
野
　
　
　
　
　
　
藤
野
信
夫
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浅
あさ

本
もと

真
み

佑
ゆう

ちゃん
平成15年11月10日生まれ
（大島・下片山）

（１１月１日現在）
人　口　　22,374人（32人減）
男　　10,077人
女　　12,297人

世帯数　　11,095戸（７戸減）

松
まつ

村
むら

風
ふう

花
か

ちゃん
平成15年11月11日生まれ
（大島・小松中田）

目
さっか

虎
こ

太
た

朗
ろう

くん
平成15年11月8日生まれ
（東和・下田西）

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
藤
井
印
刷

吉
よし

兼
かね

晴
はる

香
か

ちゃん
平成15年11月11日生まれ
（大島・三蒲中村）

10
月
30
日
、
東
和
地
区
の
親

子
交
流
会
「
み
ん
な
集
れ
大
運

動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
周
防
大
島
町
陸
上
競

技
場
か
ら
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

に
会
場
を
移
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
た
未
就

学
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
約
２

０
０
人
は
年
齢
別
に
分
か
れ
て

色
々
な
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

久久
賀賀
町町
史史
現現
代代
編編
がが

刊刊
行行
ささ
れれ
まま
しし
たた

旧
久
賀
町
の
「
久
賀
町
史
現
代
編
」

が
今
年
の
町
制
百
周
年
に
合
わ
せ
て
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
久
賀
」

「
古
代
か
ら
現
代
ま
で
」「
現
代
の
久
賀
」

の
三
章
か
ら
な
り
、
久
賀
町
百
年
の
歴

史
を
網
羅
し
た
町
史
で
す
。
旧
東
和
町

の
民
俗
学
者
宮
本
常
一
氏
が
監
修
し
た

「
山
口
県
久
賀
町
史
」
や
、
椋
野
地
区

の
小
史
「
ふ
る
さ
と
椋
野
」
の
要
約
と

戦
後
史
の
書
き
下
ろ
し
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
幕
末
の
四
境
戦
争
か
ら
の
再

起
、
ハ
ワ
イ
移
民
や
出
稼
ぎ
漁
な
ど
古

く
か
ら
の
歴
史
の
ほ
か
、
平
成
11
年
夏

の
久
賀
高
校
甲
子
園
出
場
や
平
成
13
年

の
山
口
き
ら
ら
博
な
ど
記
憶
に
新
し
い

で
き
ご
と
も
町
の
歴
史
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。（
Ａ
５
変
形
版
３
７
７

ペ
ー
ジ
　
１
部
２
０
０
０
円
）

◆◆
問問
いい
合合
わわ
せせ
／／

周
防
大
島
町
久
賀
総
合
支
所

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
０


